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2018.10.23　ロゴの色を変更しました。

元↓ 第78期
株 主 通 信
2023年4月1日 ▼2024年3月31日
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売上高営業利益率

ROA（総資産当期純利益率）

総資産経常利益率
ROE（自己資本当期純利益率）

主要連結財務データ （単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する
当期純利益

1株当たり当期純利益 総資産・純資産 1株当たり純資産 利益指標

第76期
2021年度

第77期
2022年度

第78期（当期）
2023年度

第79期（予想）
2024年度

売上高 42,337 48,515 53,425 58,000
営業利益 4,780 5,838 6,176 6,800
経常利益 5,572 7,043 7,986 7,800
親会社株主に帰属する当期純利益 3,541 4,381 4,931 4,950
1株当たり当期純利益	 （円） 86.32 108.25 122.13 123.91
総資産 55,818 60,136 66,144 ―
純資産 40,210 45,255 50,074 ―
1株当たり純資産	 （円） 876.20 989.09 1,109.65 ―
配当	 （円） 30.00 38.00 49.00 50.00

株主の皆様には、日頃より格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。ここにアネスト岩田グループ
第78期（2023年４月1日から2024年３月31日まで）の株主通信をお届けいたします。
現中期経営計画の2年目となった2023年度は、昨年度に続いて欧米、インドを始めとする海外販売

がグループ全体の売上を牽引しました。また、中国市況の低迷や国内外における物価上昇、及び各国
の金融政策に起因する為替の動向など外部環境による影響を受けながらも着実に事業活動を行ってま
いりました。
その結果、昨年度の実績を超えて1926年の創業以来、売上高並びに3つの利益指標において過去
最高実績を更新することができたことをあらためてご報告申し上げます。
2024年度は、更新した現中期経営計画の最終年度目標の達成に向けて全力を尽くすとともに次期

中期経営計画の策定及び計画の達成に向けて、着実に準備を進めたいと考えております。具体的には、
インドやイタリアなど、さらなる海外成長に大きな影響を与えるエリアでの増産体制構築に向けた投資
や本社の所在地である日本において新製品開発の効率を高めるための高性能な試作設備導入及び試作
棟の立ち上げなどが挙げられます。併せて新市場開発や新規事業開拓に向けた資本出資やM&Aの検
討を継続し、さらなる成長に向けて邁進いたします。
当連結会計年度の業績は、先述のとおり、売上高53,425百万円（前連結会計年度比10.1%増）、

営業利益6,176百万円（同5.8%増）、経常利益7,986百万円（同13.4%増）、親会社株主に帰属する
当期純利益4,931百万円（同12.5%増）と、増収増益となりました。
株主の皆様におかれましては、引き続き変わらぬご支援のほどよろしくお願い申し上げます。
� 2024年6月

配当金と配当性向の推移
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2024年度の業績予想値は、為替レートを145.00円/ドル・156.33円/ユーロ・
19.95円/元として計画したものです。

連結業績（2023年度実績・2024年度予想）

（単位：百万円）

2023年度実績	 2024年度予想値（前年比較）
実績 構成比 目標額 構成比 増減額 増減率

売上高 53,425 100.0% 58,000 ― +4,574 +8.6%

内�

訳

　圧縮機 30,302 56.7% ― ― ― ―
　真空機器 2,983 5.6% ― ― ― ―
エアエナジー事業部 33,286 62.3% 35,600 61.4% +2,313 +7.0%
　塗装機器 17,851 33.4% ― ― ― ―
　塗装設備 2,288 4.3% ― ― ― ―
コーティング事業部 20,139 37.7% 22,400 38.6% +2,260 +11.2%

営業利益 6,176 11.6% 6,800 11.7% +623 +10.1%
内�

訳
エアエナジー事業部 3,357 ― 3,685 ― +327 +9.7%
コーティング事業部 2,818 ― 3,115 ― +296 +10.5%

経常利益 7,986 14.9% 7,800 13.4% －186 －2.3%
										当期純利益 4,931 9.2% 4,950 8.5% +18 +0.4%

為替レート
￥/＄ 140.56 145.00 4.44円安想定
￥/€ 152.00（実績） 156.33（想定） 4.33円安想定
￥/CNY 19.82 19.95 0.13円安想定

親会社株主に
帰属する

株主還元政策（配当と自己株式の取得）

第2四半期末（中間） 期末 合計
2023年度 22.00円 27.00円 49.00円
2024年度（予想） 22.00円 28.00円 50.00円

配当　連結業績の「親会社株主に帰属する当期純利益」の範囲並び
に連結配当性向40%を目安とします。なお期末は4円増配しました。

代表取締役�社長執行役員

連結財務ハイライト Consolidated Financial Highlights株主の皆様へ To Our Shareholders

自己株式の取得と消却　株式価値の向上を目的に、2024年1月11日～2024年�
6月28日の期間で150万株、15億円を上限とした自己株式取得を実施しております。

株主の皆様に対する安定的な利益還元に努めることを重要な使命
としております。
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2024年3月23日、個人投資家向けIRセミナー（ログミー
ファイナンス主催）に取締役常務執行役員営業本部長（当時）
の武田克己が登壇しました。当社の会社概要や成長戦略につ
いて説明しており、アーカイブ動画と書き起こしがございます
ので、以下よりご覧ください。

当社ではバッテリー駆動オイルフリーコンプレッサ（以下、「バッテリーコンプレッサ」）の
開発を進めています。
バッテリーコンプレッサは、エンジン式のコンプレッサに代わる製品としての導入を想定し

ており、バッテリー駆動のため排気ガスを排出しないことが特徴です。
また、当社のオイルフリースクロールコンプレッサを採用することで、騒音・振動を低減することができます。
これらの特性から、バッテリーコンプレッサは騒音や排気ガスの関係でエンジン式コンプレッサを使用できない住
宅地や電源の確保が難しい場所でも快適にご使用いただけます。
2024年2月28日～3月1日の3日間で開催された「SMART�ENERGY�WEEK�春2024」の「第15回［国際］

スマートグリッド展」では開発中の試作機を展示しました。
〝排気ガスゼロ〟を実現することで環境への負荷を抑え、サステナブル社会へ貢献することを目指して開発を進め
ています。

当社は「インクルーシブデザイン」のスプレーガン開発に注力しています。インクルー
シブデザインとは、従来の商品やサービスを利用しづらい人たちのために、様々な
ニーズや多様性を考慮して使いやすくなるようにデザインする手法です。
その一環として、2024年4月には、重力式サイドカップスプレーガン（KIWAMI-1/
WIDER1シリーズの計4機種）の左利き用モデルを発売しました。
右手で使用することを前提としていた従来の重力式スプレーガンを左利きの方が使
用すると、サイドカップが塗装面を隠してしまうという欠点がありました。左利き用モデ
ルでは、サイドカップの取付位置を変更することでこの課題を解決しました。
今後も多様な体型や体力、性別、身体的制限を考慮した製品開発を通じて、働く機
会を公平かつ持続可能にするための活動を行ってまいります。

重力式サイドカップ
スプレーガン
左利き用モデル
※塗料カップ別売

バッテリーコンプレッサのイメージ

T O P I C S

インクルーシブデザインのスプレーガンをラインナップ 詳細は　
こちら▶

バッテリーコンプレッサを開発中  スマートグリッド展で展示

個人投資家向けIRセミナー（ログミーファイナンス主催）

2024年2月、当社本社（横浜市）において「BLUE�LINK�FES.（ブルーリンクフェス）」を開催しました。
当社がメインスポンサーを務める、SUPER�GTのANEST�IWATA�Racing�with�Arnage（アネストイワタ

レーシングウィズアルナージュ）の2024年度の体制をお披露目するとともに、地域の方もお楽しみいただける
コンテンツを用意し、当日は1,700名を超えるお客様にご来場いただきました。
今後もレースチームを活用して交流の機会を作ってまいります。

2024年BLUE�LINK�FES.の様子

ANEST	IWATA	Racing	with	Arnage
2023年シーズンの戦績

2年連続で「BLUE LINK FES.」を開催 詳細は　
こちら▶

当社製品の
導入事例はこちら

書き起こし

コンプレッサ 真空機器 スプレーガン 食品機器

第1戦 岡山国際サーキット� （岡山県） 12位
第2戦 富士スピードウェイ� （静岡県） 14位
第3戦 鈴鹿サーキット� （三重県） 17位
第4戦 富士スピードウェイ� （静岡県） 19位
第5戦 鈴鹿サーキット� （三重県） 10位
第6戦 スポーツランドSUGO� （宮城県） 7位
第7戦 オートポリス� （大分県） 11位
第8戦 モビリティリゾートもてぎ�（栃木県） 17位

最終順位  17位

アーカイブ動画（YouTube）
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2024年3月、当社従業員のドリフト大会出場に向けた挑
戦を支援することを決定しました。
一連の活動をKUMADRI（クマドリ）と称し、挑戦の様子

をYouTubeとXで配信しています。
プロフェッショナルなチームへの協賛だけでなく、アマチュ

アである当社従業員とともにゼロから挑戦していくことで、
挑戦の情熱を当社の文化にリンクさせていきます。

2024年1月、元F1ドライバーの片山右京氏が代表を務める自転車競技チームJCL�TEAM�UKYO（以下、
「TEAM�UKYO」）とパートナーシップ契約を締結しました。
TEAM�UKYOは「日本国籍チームとして史上初のツール・

ド・フランス出場、そして表彰台に登ること」を目標に、
2023年に発足した自転車ロードレースチームです。
今後は欧州子会社のANEST�IWATA�Strategic�Center�
S.r.l（イタリア）を中心にTEAM�UKYOをサポートしつつ、
欧州地域での当社及び当社製品の認知度拡大に繋げてまい
ります。

商 号 アネスト岩田株式会社（ANEST�IWATA�Corporation）
創 業 1926年5月1日
設 立 1948年6月2日
資 本 金 3,354,353,175円

従 業 員 数 641名（連結子会社含む1,865名）
本 社 神奈川県横浜市港北区新吉田町3176番地
工 場 秋田、福島
営業拠点等 仙台、埼玉、横浜、名古屋、大阪、福岡

会社の概要 （2024年3月31日時点）

体制と役員氏名�（2024年６月25日開催�第78期定時株主総会終了時点）

KUMADRIチャンネルの動画

イタリアの大会に出場するJCL�TEAM�UKYOの選手
（JCL�TEAM�UKYOより提供）

監査等委員を除く
社内取締役  2名
社外取締役  2名

社長執行役員（取締役兼務） 1名
専務執行役員（取締役兼務） 1名
常務執行役員（取締役兼務） 1名
常務執行役員 1名
執行役員（国内） 2名
執行役員（海外） 3名

【経営機関】

【業務執行機関】

社長執行役員

代表取締役

取締役会

監査等委員
社内取締役  1名
社外取締役  3名

監査等委員会

内部監査室

執行役員会

・ 6名構成
⇒代表取締役＋社外取締役5名

・ 委員長は社外取締役と監査等
委員である取締役

取締役会へ答申
指名・報酬委員会

取締役会へ答申・報告
内部統制委員会

各事業部門・機能部門・
グループ会社

サステナビリティ
推進委員会

【執行役員】
社長執行役員 深瀬　真一

専務執行役員：1名
コーティング事業部長 大澤　健一

常務執行役員：2名
営業本部長 三好　栄祐
経営管理本部長 岩田　　仁

執行役員　国内：2名　海外：3名
コーティング事業部
北米製造販売子会社�社長 Gary	Glass

エアエナジー事業部
事業部長�兼�開発技術部長
中国製造販売子会社�社長

大丸　正徳

コーティング事業部
欧州製造販売子会社�社長 松本　卓也

エアエナジー事業部
福島工場長 矢内　洋幸

エアエナジー事業部
北米製造販売子会社�社長 岩田　　悟

【取締役・監査等委員である取締役】
代表取締役 深瀬　真一
取 締 役 大澤　健一
取 締 役 三好　栄祐
社外取締役 浅井　侯序
社外取締役 島本　　誠

取締役�監査等委員（常勤） 武田　克己
社外取締役� 監査等委員 松木　和道
社外取締役� 監査等委員 大橋　玲子
社外取締役� 監査等委員 白井　裕子

会社概要 Company Information

従業員のドリフト大会に向けた挑戦を 
ソーシャルメディアで配信 詳細は　

こちら▶

自転車競技チーム「JCL TEAM UKYO」に協賛 詳細は　
こちら▶

JCL TEAM UKYO　公式サイト

KUMADRI Xアカウント

KUMADRI YouTubeチャンネル
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株式の状況

発行可能株式総数 189,290,000株
発行済株式の総数 41,745,505株（自己株式�1,795,552株を除く）

（注）�自己株式には、株式給付信託が保有する�
当社株式154,200株は含まれておりません。

株 主 数 5,213名

この冊子は環境保全のため、植物油インキとFSC®認証紙を使用しています。
見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

株主メモ

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 6月中
基 準 日 �3月31日
株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 上 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
〒183-0044�東京都府中市日鋼町1番1号
電　話：0120-232-711（通話料無料）
郵送先：�〒137-8081　�

新東京郵便局私書箱第29号�
三菱UFJ信託銀行株式会社�証券代行部

公 告 方 法 �電子公告（下記�当社ホームページにて掲載）。
ただし、事故その他の事由で電子公告ができな
い場合は、日本経済新聞に掲載いたします。

1.　�株主様の住所変更、買取・買増請求書その他各種お手続きにつきまし
ては、原則、口座管理機関で承ることとなっております。口座を開設さ
れている証券会社にお問い合わせください。

2.　�特別口座に口座をお持ちの株主様の各種お手続きは買取・買増請求書
を含め、上記の特別口座の管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問い合
わせください。

3.　�未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお受取り
いただけます。

株式の各種お手続きについて

単元未満株式は、証券市場で売買できません。しかし、株主様は当社に対
して単元未満株式の買取（株主様の売却）または買増（株主様の購入）をご請
求いただくことで、単元未満株式を売却または1単元株式に整理することが
できます。ご希望の方はお取引きのある口座管理機関にお問い合わせくだ
さい。

単元（100株）未満株式をお持ちの株主様へ

本報告書に記載されている情報につきましては、当社の計画、業績など将
来の見通しに関する記述が含まれており、これらの記述は、その時点で入
手可能な情報及び当社が合理的であると判断する一定の前提条件に基づい
ています。実際の業績は、さまざまな要素により、これらと異なる結果とな
り得ることをご了承ください。

見通しに関するご注意事項

外国法人等 24.0% 証券会社 2.1%

金融機関 30.1%

個人・その他 32.2%

その他の国内法人 7.3%
自己株式 4.3%

所有者別株主分布状況

（注）持株比率は、自己株式を控除して計算しています。

大株主
株　主　名 持株数（千株）持株比率（％）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 4,559 11.4
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 2,754 6.8
第一生命保険株式会社 2,272 5.6
アネスト岩田得意先持株会 1,955 4.8
アネスト岩田仕入先持株会 1,840 4.6

株券電子化の前に証券会社等を通じて証券保管振替機構（ほふり）に株券を預託
しなかった株主様の株式については、特別口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）に
て管理しており、これを特別口座といいます。
そのままでは市場での売却ができない等の制約がありますので、お心当たりの株
主様は、お早めに取引のある証券会社への振替をお願いします。
お手続きの詳細は、上記の三菱UFJ信託銀行証券代行部にお問い合わせください。

【お知らせ】 株券を預託しなかった株主様へ

〒223-8501　神奈川県横浜市港北区新吉田町3176番地
経営企画部		TEL（045）591-9344

ホームページアドレス	
https://www.anestiwata-corp.com/jp

表紙デザインについて
2022年度～2024年度の中期経営計画で

「500&Beyond」を掲げました。
最終年度2025年3月期オーガニック分として、売上
500億円以上を目指すことを表しており、表紙には
成長の勢いを感じられるデザインを採用しました。
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